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1980年の創刊から
GUN＆ミリタリーの世界の魅力を伝えてきたコンバットマガジン。
2018年４月号（2/27発売）より攻めの大リニューアル！　版型を現在のB5から
A4変型サイズへと大型化し、オールカラーの迫力ある誌面でお届けします！
リニューアル第一弾の特集は「紙の戦争」。NAM戦マニアだけでなく、
全ミリタリーファンに知ってほしいベトナム戦争の知られざる一面を徹底的に深堀り！
10年後も役立つ高い資料性と今知っておきたい最新情報、
ミリタリーファン必読のコンバットマガジン、ご期待ください！

が変わります!!
重大
発表

2月27日発売！
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「嘘だろ…」
　私はあまりの高さを目の当たりにし
て、思わず声が漏れていた。
　その日は5時40分に防衛省集合だっ
た。前夜はどきどきして目が冴えてし
まったけれど、寝ないと体力が持たな
い！ 落ち着け自分！ 冷静になれ自
分！ と言い聞かせてしっかりと身体
を休めた。
　防衛省では、迷彩服をお借りした。私
がいつもサバゲーで着ている服は、自
衛隊迷彩のレプリカ。本物の陸自迷彩
を着せていただいて、心の中で、ひと
りわくわくしていた。マイクロバスに
揺られて、習志野駐屯地へと向かう際
は、陸自迷彩に身を包み「参加して良
かった！」 と心から思っていた。そう、

跳び出し塔のある訓練場に到着するま
では…。
　駐屯地で、第1空挺団の方々と合流、
早速ブリーフィングを受けた。
「1000mからの降下」「飛び出す時の輸
送機は新幹線と同じスピード」などな
ど、空挺団広報官からカジュアルに放
たれる恐るべき言葉の数々…。ここで
ちょっと、ビビり始めた…。
　そしていよいよ跳び出し塔のあるフ
ィールドへ！ 私が想像していたもの
よりもはるかにスケールが大きい。
「え、ここから飛び降りるの!?」
　思わず口にした言葉も、教官の説明
にかき消される。恐怖心が湧き上がる
のを必死で抑えつけて、準備体操。そ
の後、空挺団の方が跳び出し塔から飛

ぶのを見せて頂いた。あの高さ（地上
11m）から飛び出して、空中で安全確
認をしながらスロープを滑っていく。
いとも簡単に。
　それを見た私は、足の震えを止める
ことができなかった。だが、やめるわ
けにはいかない。
　地上で、実際に飛び出す時の手順を
しっかりと教えてもらい、練習もした。
大きな声を出してやれば恐怖心が紛れ
ると教官の方に教えていただいたので、
私は目一杯大きな声を出して取り組ん
だ。ちょっと周りから笑い声が起こっ
ていたけど、そんなことに気にする余
裕もない。
　そして、ついに、ついに、跳び出し
塔へ。
　階段を上るにつれて、下で見ている
時とは比べものにならない高さを感じ
ることになった。あまりの恐怖感に体
がしびれてくる。
　約15名の参加者の中で、私の順番は、
最後から2番目。ほかの方々は、皆さ
ん堂々と飛び出していかれた。しかも、
飛び出す前に、ちょっと面白いことを
大声で叫んでから。ひとりまたひとり

と飛ぶたびに、緊張が高まっていく。ど
こかでリミッターがかかってほしいの
に、高まりには際限がない。心臓もば
くばくと波打つ。
「あいしすも面白いこと言わなきゃ
ね！」
　今回の取材をセッティングしてくだ
さった菊池雅之さんに、いい笑顔で言
われたセリフが頭に蘇るが、それどこ
ろじゃない。
　もう、涙が止まらなくなっていた。ど
うしたら怖くならないだろう、だめだ
無理だ、いや、でも覚悟を決めなくて
は…。
　頭の中はひたすらぐるぐるとしてい
て冷静にはなれない。
　涙顔の私を見かねてか、教官が言葉
をかけてくださった。
「怖くない隊員は、ひとりもいない。怖
くなくなったらおしまいなんだ。その
恐怖心の中で、自分の意志で飛び出し
ていくことが重要なんだ。達成できた
ときには、必ずなにかが変わるはずだ」
　はっとした。
　そうだ。私は変わらなきゃいけない
んだ。ここにきて飛ばないなんて選択

肢はもともとないんだから、覚悟を決
めなくては。
　…そこからは正直記憶が曖昧だ。
「サンズエンタテインメント所属、あ
いしすです！」
　って当たり前すぎることを、涙声で
叫んでから、飛び降りたことだけは覚
えている…。
　終わった後は今まで人生で味わった
ことがないくらいに気持ちがすっきり
として、達成感に満ちていた。本当に
怖かったから、もう一度飛ぶかと言わ
れたら、正直「結構です」って即答す
るけど…。
「今日の体験は、必ず、今後の生活で
役立つことと思います」
　と教官におっしゃっていただいて、
本当にやったんだなあ、と改めて思い
がこみ上げてきて、自然に顔がほころ
んだのを覚えている。　
　今回の体験を通して、自分の中の意
識の変化を感じたと同時に、並大抵で
はないことを、普段から人々の平和を
守るために行なっている空挺団のみな
さんのことを考えると、本当に感謝を
忘れてはいけないと強く感じた。
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精鋭無比！ 陸自最強の第1空挺団に、
戦うアイドル・あいしす、
体験入隊してまいりました！
●文/あいしす　●写真/菊池雅之

あいしす：しゃべったり歌ったり芝居したり翻訳し
たり文章を書いたりする、バルセロナと岩手のハー
フ。スマホアプリ「誰ガ為のアルケミスト」広報大使。
宝塚歌劇がすき。へっぽこサバゲーマーとしても活
躍中。体を張った体験ルポも厭わずに挑戦するガッ
ツで、今回は第一空挺団の体験入隊に突撃！　
@isismaaako

飛んだ瞬間。涙ぼろぼろ、目もつぶ
ってしまっているけど、本当に恐
怖で、余裕まったくなし！「お母さ
ーん」って叫んだのはナイショ。
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Direct Action
“SPITFIRE” 
Plate Carrier

ダイレクトアクション
“スピットファイア” 
プレートキャリア

●Photos & Text by T
omo Hasegawa
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●販売：SWAT／☎092-
714-5788（http://www

.swat.bz/）、キャプテント
ム☎011-251-2534（http

s://captaintoms.co.jp/
）

●輸入元：中田商店／☎0
3-3839-6866（http://w

ww.nakatashoten.com
/）
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Direct Action/
“SPITFIRE” Plate Carrier

ダイレクトアクション社製の最新プレイ
トキャリア“スピットファイヤ”。小型&世
界最軽量、そして優れた耐久性と快適
な装着感、高い拡張性。最新装備らし
い高性能さが魅力。詳細は次ページ！
●価格42,120円。写真はアダプティ
ブグリーン。他にマルチカム、コヨーテ
ブラウン、ブラックあり。



最新のバイオハザード限定モデル
《トールハンマー》を徹底解剖!!

TOKYO MARUI ●東京マルイ　☎ 03-3605-3312　
http://www.tokyo-marui.co.jp/
●Photo & Text by Taku

攻撃的なデザインがバイオハザードの
世界観に良くマッチしている。電動ガ
ンとしての性能もピカイチだ。ぜひ実
際に使って欲しいモデルである。

トールハンマー
〈アルバート.W.モデル 02〉
全長：800mm
重量：4,820g
装弾数：96発
価格：105,840円

バイオハザード7 レジデント イービル
アルバート.W.モデル 02

トールハンマー

　いよいよ発売となる東京マルイとカプ
コンによる最新コラボモデル「トールハン
マー〈アルバート.W.モデル 02〉」。前号
では、発売直前のトールハンマーを使用し
た東京マルイ×カプコン両チームによるサ
バイバルゲームの模様＆スペシャル対談を
お届けした。今回は、いよいよ発売となる
このトールハンマーについて改めて解説し
ていこう。

　トールハンマーは、ご存知のように電
動ショットガン・シリーズ第2弾の「SGR-
12」をベースにデザインされている。
　スパイクのついたフラッシュハイダーを
装備した13.5インチ・バレルに、《Cカッ
ター・デザイン》を採用した大幅な肉抜き
により軽量化の施されたアルミ製ハンド
ガード。長さの異なるレイルマウントを任
意の場所に取り付け可能な《M-LOKレイ
ルシステム》を装備。この他にもTDタイ
プのライフルグリップやアンブレラ社のロ
ゴマーク入りバットプレートなど、機能面

から細かな部分にまで手が加えられてい
る。
　SGR-12とトールハンマーでは発射性
能にも違いがある。SGR-12ではショット
ガンらしさを再現するため、3本のHOP 
UPバレルがそれぞれ別の方向になってい
たが、トールハンマーでは攻撃力を重視し
たストレートHOPを採用。この機能はトー
ルハンマー限定となっている。
　SGR-12の持つ基本的なフォルムはそ
のままに、より攻撃的なデザインとなり、
ゲームの中に登場するB.O.W.対抗兵器に
相応しい風貌となった。
　ガン本体については、これまでにも紹介
しているのでこれくらいにして、ここから
は付属品について紹介していこう。実はこ
のトールハンマーでは、ガン本体同様に付
属品についても作り込まれている。これま
でのバイオ・モデルも箱や装丁などにこだ
わって作られていたが、トールハンマーは
第15弾という節目のモデルでもあるため、
いつも以上に作り込まれているのだ。

　それは流通用の外箱から見て取れる。ま
ず驚かされるのがそのサイズ。従来のトイ
ガンは、発送の際に何挺かがひとまとめで
梱包され流通するが、トールハンマーは1
挺が大きいため、個別梱包での流通となる。
ガン本体とケースの合計が18kgと規格外
のため、まとめるワケにはいかなかったよ
うだ。この流通用の段ボールには、トール
ハンマーである事を示すステッカーが貼ら
れている。単体での梱包なうえ、高級モデ
ルでもあるため、特別に厚手の段ボールが
採用された。
　ダンボールを開けると、ビニールに包ま
れたハードガンケースがお目見えする。ビ
ニール袋には封印が施されているが、この
封印シールは繰り返し着けたり貼ったりが
可能なものが用いられている。これは全て
をキレイに取っておきたいというコレク
ターのための配慮だ。
　封印を解いてビニールからハードガン
ケースを取り出す。ケースの外側にはパッ
ケージとなる帯がついているが、こちらも
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